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日
本
郵
船

　
（
12
月
11
日
）
日
本
船
長
協

会
東
京
船
長
（
海
上
船
長
）
朝

藤
健
▽
海
上
船
長
（
日
本
船
長

協
会
東
京
船
長
）
中
川
悟

　
ツ
ネ
イ
シ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
　
（
１
月
１
日
）
取
締
役
（
執

行
役
員
）谷
屋
政
尚
▽
取
締
役
、

常
石
造
船
代
表
取
締
役
社
長
執

行
役
員
（
常
石
造
船
代
表
取
締

役
社
長
執
行
役
員
）
奥
村
幸
生

▽
取
締
役
、
ツ
ネ
イ
シ
カ
ム

テ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役
社
長
執

行
役
員
（
ツ
ネ
イ
シ
カ
ム
テ
ッ

ク
ス
代
表
取
締
役
社
長
執
行
役

員
）
曽
我
友
成
▽
取
締
役
、
せ

と
う
ち
ク
ル
ー
ズ
代
表
取
締
役

社
長
（
せ
と
う
ち
ク
ル
ー
ズ
代

表
取
締
役
社
長
）
梅
田
幸
治
▽

退
任
（
専
務
取
締
役
）
遠
又
哲

宏
▽
退
任
（
社
外
取
締
役
）
小

手
川
大
助

　
常
石
造
船

　
（
１
月
１
日
）
取
締
役
常
務

執
行
役
員
、
ツ
ネ
イ
シ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
（
ツ
ネ
イ

シ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
執
行
役

員
）谷
屋
政
尚
▽
退
任（
顧
問
）

河
野
健
二
▽
退
任
（
取
締
役
常

務
執
行
役
員
）
遠
又
哲
宏
▽
退

任
（
常
務
執
行
役
員
）
佐
藤
尚

英
▽
退
任
（
社
外
取
締
役
）
田

上
悟

　
今
回
の
講
演
会
の
テ
ー
マ

は
「
サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル

で
切
り
開
く
海
事
産
業
の

未
来
」。
海
運
会
社
や
造
船

所
、
舶
用
機
器
メ
ー
カ
ー
、

船
級
協
会
、
大
学
な
ど
の
関

係
者
約
３
５
０
人
が
参
加
し

た
。

　
鈴
木
社
長
は
「
リ
ア
ル
の

世
界
と
サ
イ
バ
ー
の
世
界
が

対
話
を
深
め
、
新
し
い
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
こ

と
が
重
要
だ
。
双
方
の
世
界

を
デ
ジ
タ
ル
で
結
び
付
け
、

進
化
し
て
い
く
こ
と
が
日
本

の
海
事
産
業
に
求
め
ら
れ
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

　
そ
の
上
で
、「
一
番
重
要

な
の
は
リ
ア
ル
の
世
界
で
、

リ
ア
ル
な
デ
ー
タ
が
十
分
で

な
け
れ
ば
有
効
な
デ
ジ
タ
ル

世
界
は
構
築
で
き
な
い
」
と

指
摘
。「
日
本
の
海
事
ク
ラ

ス
タ
ー
に
は
多
く
の
デ
ー
タ

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
デ
ー

タ
で
強
い
企
業
同
士
が
結
びあいさつする鈴木社長

　
日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ
の
Ｍ
Ｔ
Ｉ
は
４
日
、
東
京
都
内
で
物
流
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
成
果
を
報
告

す
る
講
演
会
「
モ
ノ
ハ
コ
ビ
・
テ
ク
ノ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３
」
を
開
催
し
た
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
鈴
木
英
樹
社
長
は
「
脱
炭
素
に
向
け
て
海
事
産
業
が
直
面
す
る
技
術
開
発
や
シ
ス
テ
ム
の
複
雑
化
、

人
手
不
足
な
ど
の
課
題
に
は
、
関
係
者
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
し
か
解
決
で
き
な
い
。
共
創
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
」
と
参
加
者
に
呼
び
掛
け
た
。

脱
炭
素
へ「
共
創
の
輪
」

350
人
参
加

物
流
技
術
講
演
会

ＭＴＩ・鈴木社長

　
Ｉ
Ｍ
Ｏ（
国
際
海
事
機
関
）

の
第
33
回
総
会
で
國
場
幸
之

助
国
土
交
通
副
大
臣
が
一
般

代
表
演
説
に
立
ち
、
邦
船
社

が
運
航
す
る
船
舶
が
紅
海
で

拿だ

ほ捕
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
言

及
し
、
国
際
海
上
輸
送
の
深

刻
な
脅
威
と
し
て
断
固
非
難

し
た
。
理
事
国
選
挙
で
は
、

日
本
が
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た

し
た
。

　
国
交
省
海
事
局
が
４
日
発

表
し
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｏ
は
11
月
27

日
か
ら
12
月
６
日
ま
で
第
33

回
総
会
を
開
催
中
。
國
場
副

大
臣
は
初
日
に
演
説
し
た
。

　
國
場
副
大
臣
は
国
際
海
運

か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ

Ｈ
Ｇ
）
排
出
削
減
対
策
や
、

自
動
運
航
船
の
早
期
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
に
触
れ
、

日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

ル
ー
ル
作
り
に
よ
る
Ｉ
Ｍ
Ｏ

へ
の
貢
献
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

し
た
。

　
ま
た
、
邦
船
社
運
航
船
が

紅
海
で
拿
捕
さ
れ
た
こ
と
を

非
難
し
、
当
該
船
舶
と
そ
の

船
員
の
早
期
解
放
の
た
め
、

Ｉ
Ｍ
Ｏ
や
関
係
諸
国
と
緊
密

に
連
携
し
て
い
く
考
え
を
表

明
し
た
。

　
理
事
国
選
挙
は
１
日
に
行

わ
れ
、
日
本
は
カ
テ
ゴ
リ
ー

Ａ
（
主
要
海
運
国
）
で
最
多

得
票
数
を
得
て
当
選
を
果
た

し
、
引
き
続
き
２
０
２
４
年

か
ら
25
年
ま
で
の
２
年
間
理
事
国
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。

國
場
副
大
臣
が
拿
捕
非
難

日
本
、理
事
国
ト
ッ
プ
当
選

ＩＭＯ総会

議場の様子

付
く
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な

力
が
発
揮
で
き
る
」
と
述
べ

た
。

　
講
演
会
で
は
、
海
運
業
界

へ
の
環
境
規
制
の
影
響
、
船

舶
の
電
化
、
船
体
運
動
と
貨

物
挙
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
機
械
学
習
に
よ
る
船
体

運
動
予
測
、
自
動
運
航
船
、

新
燃
料
機
関
シ
ス
テ
ム
の
リ
ス
ク
管
理
な
ど
に
関
す
る
研

究
成
果
が
報
告
さ
れ
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
資
源
大
手
ヴ
ァ

ー
レ
と
独
船
主
大
手
オ
ル
デ

ン
ド
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ー
ズ

は
11
月
30
日
、
舶
用
バ
イ
オ

燃
料
の
試
験
航
海
を
開
始
し

た
と
発
表
し
た
。
ニ
ュ
ー
カ

ッ
ス
ル
マ
ッ
ク
ス
バ
ル
カ
ー

に
よ
る
ブ
ラ
ジ
ル
―
ア
ジ
ア

間
の
鉄
鉱
石
輸
送
で
植
物
由

来
の
使
用
済
み
食
用
油
（
２

８
６
㌧)

を
24
％
混
合
し
た

バ
イ
オ
燃
料
を
使
用
す
る
。

ヴ
ァ
ー
レ
に
と
っ
て
初
の
ド

ラ
イ
バ
ル
ク
船
で
の
バ
イ
オ

燃
料
試
験
と
な
り
、
同
社
の

ス
コ
ー
プ
３
排
出
量
削
減
に

貢
献
す
る
。

　
試
験
航
海
の
対
象
船
は
20

万
９
１
１
３
重
量
㌧
級
バ
ル

カ
ー
「
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ　

Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｆ
Ｆ
」

(

２
０
１
６
年
建
造)

。
オ

ル
デ
ン
ド
ル
フ
は
小
型
船
や

短
距
離
航
海
で
バ
イ
オ
燃
料

試
験
を
重
ね
て
き
た
が
、
大

型
船
で
は
初
め
て
。

付
で
就
任
し
た
と
発
表
し

た
。
バ
ン
ガ
氏
は
同
日
付
で

香
港
船
主
協
会
の
会
長
に
も

就
任
し
た
。
い
ず
れ
も
、
香

港
船
主
大
手
バ
レ
ス
ス
チ
ー

ム
シ
ッ
プ
の
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン

・
ク
ー
氏
の
後
任
と
な
る
。

Ａ
Ｓ
Ａ
会
長
任
期
は
、
Ａ
Ｓ

Ａ
総
会
が
開
催
さ
れ
る
２
０

２
４
年
５
月
28
日
ま
で
と
な

る
。

　
同
船
は
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
バ

ラ
ス
ト
航
海
の
途
中
、
10
月

16
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
バ

イ
オ
燃
料
を
補
給
し
、
11
月

28
日
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
グ
ア
イ

バ
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
ヴ
ァ
ー

レ
の
鉄
鉱
石
を
積
み
込
ん

だ
。

　
予
想
さ
れ
る
ウ
ェ
ル
・
ツ

ー
・
ウ
ェ
イ
ク
（
燃
料
の
生

産
か
ら
輸
送
、
船
上
で
の
使

用
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
）

の
Ｇ
Ｈ
Ｇ（
温
室
効
果
ガ
ス
）

削
減
量
は
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化

炭
素
）
換
算
で
約
18
％
（
７

８
４
㌧
）
に
相
当
す
る
。

　
ヴ
ァ
ー
レ
の
チ
ャ
ー
タ
リ

ン
グ
・
長
期
契
約
・
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
担
当
ゼ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
ミ
シ
ェ
ル
・
ゴ

ン
ザ
レ
ス
氏
は
「
当
社
の
取

り
組
み
を
支
援
し
、
実
現
す

る
た
め
に
尽
力
し
て
く
れ
る

素
晴
ら
し
い
海
運
パ
ー
ト
ナ

ー
が
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く

思
う
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　
オ
ル
デ
ン
ド
ル
フ
の
パ
ト

リ
ッ
ク
・
ハ
ッ
チ
ン
ス
Ｃ
Ｅ

Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者
）
は

「
ヴ
ァ
ー
レ
が
最
初
の
バ
イ

オ
燃
料
航
海
に
当
社
を
選
ん

だ
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。

わ
れ
わ
れ
は
持
続
可
能
性

目
標
の
達
成
に
向
け
ヴ
ァ

ー
レ
と
協
力
し
、
さ
ら
な
る

機
会
を
探
求
す
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
」
と
述
べ

る
。

バ
イ
オ
燃
料 

航
海
試
験

ヴ
ァ
ー
レ・オ
ル
デ
ン
ド
ル
フ

　
Ｉ
Ｍ
Ｏ（
国
際
海
事
機
関
）

は
１
日
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
シ

ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
条
約
（
香

港
条
約
）
を
批
准
し
た
と
発

表
し
た
。
同
国
の
イ
フ
テ
ィ

カ
ー
ル
・
ア
フ
マ
ド
・
ラ
オ

海
事
相
兼
首
相
特
別
補
佐
官

が
11
月
30
日
に
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
英

ロ
ン
ド
ン
本
部
で
、
キ
ー
タ

ッ
ク
・
リ
ム
事
務
局
長
に
批

准
書
を
寄
託
し
た
。

　
香
港
条
約
は
２
０
０
９
年

に
採
択
さ
れ
た
。
今
年
６
月

に
主
要
解
撤
国
の
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
と
主
要
旗
国
の
リ
ベ

リ
ア
が
批
准
し
、
発
効
要
件

を
ク
リ
ア
。
２
年
後
の
25
年

６
月
26
日
の
発
効
が
決
定
し

て
い
る
。

　
香
港
条
約
で
は
、
安
全
・

環
境
に
配
慮
し
た
船
舶
解
撤

を
実
現
す
る
た
め
、
船
主
に

は
船
舶
で
の
イ
ン
ベ
ン
ト
リ

ー
（
有
害
物
質
一
覧
表
）
の

保
持
が
、
解
撤
ヤ
ー
ド
に
は

一
定
の
安
全
・
環
境
レ
ベ
ル

の
実
装
を
証
明
す
る
「
船
舶

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
計
画
」
の

作
成
が
必
要
と
な
る
。

　
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
は
、
船

の
構
造
・
機
器
▽
運
航
中
に

発
生
す
る
廃
棄
物
▽
貯
蔵
物

―
に
関
す
る
３
部
構
成
。
発

効
ま
で
の
間
、
事
業
者
に
よ

る
こ
れ
ら
の
条
約
対
応
が
加

速
す
る
見
通
し
。

会
長
に
バ
ン
ガ
氏

会
長
に
バ
ン
ガ
氏

カ
ラ
ベ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｏ

ア
ジ
ア
船
主
協
会

　
ア
ジ
ア
船
主
協
会
（
Ａ
Ｓ

Ａ
）
は
１
日
、
新
会
長
に
香

港
船
舶
管
理
大
手
カ
ラ
ベ
ル

グ
ル
ー
プ
の
ア
ン
ガ
ド
・
バ

ン
ガ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
（
最
高
執
行
責

任
者
、
写
真
）
が
11
月
22
日

パ
キ
ス
タ
ン
が
批
准

25
年
６
月
発
効

香港条約

70
万
人
を
再
教
育

　
Ｗ
Ｓ
Ｍ
は
技
術
管
理
船
２
５

０
隻
、
乗
組
員
管
理
船
約
２
０

０
隻
、
合
計
で
約
４
５
０
隻
の

船
舶
を
管
理
し
て
い
る
。
船
員

は
約
１
万
１
０
０
０
人
で
、
常

時
約
６
０
０
０
人
が
世
界
中
で

海
上
輸
送
に
携
わ
っ
て
い
る
。

同
社
が
こ
れ
以
上
、
規
模
を
拡

大
し
よ
う
と
思
わ
な
い
の
は
な

ぜ
か
。

　
ス
コ
ウ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
新
燃
料

に
対
応
す
る
た
め
に
全
世
界
で

船
員
の
再
教
育
が
必
要
だ
と
指

摘
す
る
。

　
「
新
造
船
発
注
残
を
見
る
と
、

現
在
発
注
さ
れ
て
い
る
船
の
大

半
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ

ス
）、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
メ
タ
ノ

ー
ル
の
各
燃
料
の
エ
ン
ジ
ン
と

な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
推

定
で
は
世
界
全
体
で
約
70
万
人

の
乗
組
員
の
再
教
育
が
必
要
に

な
る
。
こ
れ
は
業
界
に
と
っ
て

大
き
な
挑
戦
だ
」

　
「
Ｗ
Ｓ
Ｍ
は
新
燃
料
に
対
応

す
る
た
め
、
イ
ン
ド
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
イ
ン
ド
の
海

運
当
局
か
ら
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
２
元

燃
料
船
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
す
る
た
め
の
認
定
を
受
け
て

い
る
」

　
「
わ
れ
わ
れ
は
世
界
の
海
運

が
望
む
新
た
な
新
燃
料
に
対
応

で
き
る
船
員
を
教
育
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
Ｗ
Ｓ

Ｍ
は
そ
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
。

規
模
よ
り
質
、
と
い
う
の
は
そ

う
い
う
意
味
だ
」

　
実
際
、
Ｗ
Ｓ
Ｍ
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船

８
隻
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
（
液
化
石
油
ガ

ス
）
船
28
隻
、
Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｕ
（
浮

体
式
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
蔵
・
再
ガ
ス
化

設
備
）
３
隻
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
バ
ン
カ

リ
ン
グ
（
燃
料
供
給
）
船
５
隻

を
所
有
し
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
Ｌ
Ｐ
Ｇ

に
関
す
る
世
界
最
大
の
第
三
者

船
舶
管
理
会
社
だ
。

　
そ
れ
で
も
、
ス
コ
ウ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は
、「
船
舶
管
理
会
社
は
新
燃

料
全
て
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘

す
る
。

　
「
船
舶
管
理
者
と
し
て
、
わ

れ
わ
れ
は
船
主
の
選
択
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

船
主
が
Ｌ
Ｎ
Ｇ
や
メ
タ
ノ
ー

ル
、
ア
ン
モ
ニ
ア
の
２
元
燃
料

船
を
建
造
す
る
か
、
純
粋
な
メ

タ
ノ
ー
ル
燃
料
船
や
ア
ン
モ
ニ

ア
燃
料
船
を
建
造
す
る
か
は
船

主
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
」

　
「
メ
タ
ノ
ー
ル
・
エ
ン
ジ
ン

は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
（
試
作
モ
デ

ル
）
が
で
き
た
ば
か
り
で
、
ア

ン
モ
ニ
ア
は
ま
だ
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
が
な
い
。
依
然
と
し
て
わ
れ

わ
れ
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の

燃
料
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
船

員
の
質
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
」

Ｅ
Ｕ
―
Ｅ
Ｔ
Ｓ
対
応

　
２
０
２
４
年
か
ら
船
舶
に
Ｅ

Ｕ
―
Ｅ
Ｔ
Ｓ
（
欧
州
連
合
の
排

出
量
取
引
制
度
）
が
適
用
さ
れ

る
。
海
運
業
界
で
も
カ
ー
ボ
ン

ク
レ
ジ
ッ
ト
（
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
を
オ
フ
セ
ッ
ト
〈
相
殺
〉

す
る
た
め
の
一
種
の
手
形
）
の

取
引
が
始
ま
る
。

　
Ｅ
Ｕ
―
Ｅ
Ｔ
Ｓ
は
船
舶
管
理

会
社
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
23
年
２
月
時
点
で
は
Ｅ
Ｕ

の
許
容
量
を
当
局
に
移
す
の
は

船
舶
管
理
者
の
責
任
だ
っ
た
。

こ
れ
が
変
わ
っ
た
。
現
在
、
Ｅ

Ｕ
へ
支
払
う
負
担
金
を
Ｅ
Ｕ
当

局
に
送
金
す
る
の
は
船
舶
管
理

会
社
だ
が
、
船
主
に
委
託
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
私
は
個
人
的

に
こ
の
モ
デ
ル
の
方
が
良
い
と

思
っ
て
い
る
」

　
Ｗ
Ｓ
Ｍ
は
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
の

合
併
・
買
収
）
が
相
次
ぐ
船
舶

管
理
業
界
に
あ
っ
て
、
オ
ー
ナ

ー
家
が
保
有
す
る
伝
統
的
な
企

業
と
し
て
成
長
し
て
い
る
。
ス

コ
ウ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
長
い
伝
統
を
持

つ
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
を
次
の
よ

う
に
強
調
す
る
。

　
「
当
社
は
非
常
に
伝
統
的
な

会
社
で
、オ
ー
ナ
ー
は
５
代
目
。

会
社
は
１
６
５
年
の
歴
史
を
持

つ
。
同
じ
オ
ー
ナ
ー
が
長
く
続

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
他

の
船
舶
管
理
会
社
の
多
く
は
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ

ー
・
フ
ァ
ン
ド
（
Ｐ
Ｅ
）
に
買

収
さ
れ
て
い
る
。ポ
イ
ン
ト
は
、

わ
れ
わ
れ
は
世
界
最
大
の
海
事

サ
ー
ビ
ス
・
グ
ル
ー
プ
の
一
員

と
い
う
こ
と
だ
」

世
界
各
地
に
拠
点

　
「
当
社
は
世
界
最
大
の
海
事

サ
ー
ビ
ス
・
グ
ル
ー
プ
の
一
員

と
し
て
世
界
最
大
の
船
舶
管
理

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、

船
主
の
た
め
に
総
合
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
は
多
く
の
船
主
が
で

き
な
い
こ
と
で
、
品
質
面
で
は

当
社
は
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
に

あ
る
」

　
船
舶
管
理
会
社
の
レ
ベ
ル
を

客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
ラ
イ
ト
シ
ッ
プ
の
査
定

は
あ
る
も
の
の
、
船
員
教
育
な

ど
の
実
態
は
把
握
が
困
難
だ
。

Ｗ
Ｓ
Ｍ
の
船
員
教
育
に
つ
い
て

ス
コ
ウ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
ど
う
い
う
認

識
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

　
「
わ
れ
わ
れ
は
多
く
の
代
理

店
を
所
有
し
て
お
り
、
イ
ン
ド

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
拠
点
が
わ
れ

わ
れ
と
関
係
の
な
い
会
社
に
ク

ル
ー
の
派
遣
を
委
託
す
る
こ
と

は
な
い
。
現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

欧
州
な
ど
、
12
カ
所
の
船
員
セ

ン
タ
ー
を
所
有
し
て
い
る
。
欧

州
は
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ル
ー
マ
ニ

ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
は
イ
ン

ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ

船
員
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
当
社

は
こ
れ
ら
全
て
を
所
有
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
が
品

質
を
管
理
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
」

ア
フ
リ
カ
も
視
野

　
ス
コ
ウ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
教
育
機
関

と
の
連
携
の
必
要
性
も
主
張
す

る
。

　
「
当
社
は
教
育
機
関
と
協
定

を
結
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
非
常

に
強
力
な
士
官
候
補
生
制
度
を

生
み
出
す
。
海
事
学
校
で
優
秀

な
船
員
を
育
成
し
、
シ
ス
テ
ム

を
通
じ
て
訓
練
す
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
人
材
が
育
っ
て
く

る
。
こ
う
し
て
将
来
の
船
員
供

給
網
を
構
築
し
て
い
く
」

　
Ｗ
Ｓ
Ｍ
の
目
線
に
は
船
員
供

給
地
と
し
て
新
た
な
市
場
も
入

っ
て
い
る
。

　
「
当
社
も
他
の
企
業
と
同
様
、

新
し
い
市
場
に
も
目
を
向
け
て

い
る
。
ア
フ
リ
カ
も
そ
の
一
つ

だ
。
ア
フ
リ
カ
は
大
き
な
大
陸

だ
が
、
良
い
教
育
シ
ス
テ
ム
を

持
っ
て
い
る
国
が
い
く
つ
か
あ

り
、
南
ア
フ
リ
カ
は
海
洋
教
育

を
始
め
た
。
わ
れ
わ
れ
は
ア
フ

リ
カ
に
目
を
向
け
、
専
任
の
人

材
を
１
人
採
用
し
た
。
そ
の
た

め
ア
フ
リ
カ
を
拡
大
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
」

　
量
よ
り
質
―
。
ス
コ
ウ
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
、「
会

社
の
規
模
は
中
規
模
で
い
い
。

良
質
の
船
員
を
育
成
し
た
い
」

と
何
度
も
指
摘
し
た
。
ス
コ
ウ

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
船
舶
管
理
業
務
に
対

す
る
信
念
の
一
つ
で
あ
る
。

　
欧
州
系
船
舶
管
理
大
手
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
セ
ン
・
シ
ッ
プ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｗ
Ｓ
Ｍ
、
本
社
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
の
カ
ー
ル

・
ス
コ
ウ
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者
）
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
冒
頭
、「
わ
れ
わ
れ
は
量
を
求
め
な
い
。
質
が
大

事
な
の
だ
」
と
語
っ
た
。
近
年
、
船
舶
管
理
業
界
は
、
会
社

同
士
の
合
併
が
相
次
ぎ
巨
大
企
業
が
登
場
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｓ

Ｍ
は
そ
う
し
た
風
潮
と
は
一
線
を
画
し
、
長
い
伝
統
や
経
験

を
基
に
「
優
秀
な
船
員
」
を
供
給
し
続
け
る
。
ス
コ
ウ
Ｃ
Ｅ

Ｏ
の
考
え
る
「
優
秀
な
船
員
」
と
は
何
か
。
Ｗ
Ｓ
Ｍ
の
目
指

す
べ
き
方
向
に
つ
い
て
聞
い
た
。�

（
山
本
裕
史
）

「
量
よ
り
質
」の
船
舶
管
理
へ

In
terview

�

新
燃
料
に
対
応
す
る

�

船
員
を
育
成

カール・スコウ氏

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
セ
ン・シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ


